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しあわしあわせせしあわしあわせせしあわせ
わかまつ社協だより
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令和 3 年6月

基本目標 Ⅰ  

①  福祉の心を広げよう
　   〔広報・啓発物の作成、黄色いランドセルカバーの配布 等〕
②  福祉を学び、福祉の仲間を育もう〔ウェルクラブ活動の推進 等〕
③  見守る力を高めよう 
      〔地域活動者研修の開催、見守り活動の支援 等〕
④  困りごとを受け止める場をつくろう
      〔協議体の設置推進、サロン活動の運営支援 等〕

基本目標 Ⅲ　
①  生活の困りごとを助け合おう 〔活動者確保の推進、送迎事業の実施 等〕
②  ボランティア・市民活動をすすめよう〔ボランティア活動の促進 等〕
③  安心な暮らしを守ろう(権利擁護)〔権利擁護セミナーの開催 等〕
④  社会参加・自立をすすめよう
　   〔生活困窮者自立相談支援事業の活用、生活福祉資金貸付相談対応 等〕
⑤  災害時に備えよう〔福祉救援体制づくり推進 等〕
⑥  活動のための財源をつくろう
　　〔賛助会員の募集、共同募金への理解・参加促進 等〕

基本目標 Ⅱ  
　
①  困りごとを話し合う場をつくろう〔連絡調整会議の充実支援 等〕
②  住民、関係機関・団体でつながろう
　  〔専門職等の連絡調整会議への参加促進 等〕
③  困りごとを解決するしくみをつくろう
　  〔地域生活支援体制整備事業の推進 等〕
④  未来に向けた活動を考えよう (調査・研究・提言)
　   〔小地域福祉活動計画策定の推進・支援 等

令和令和33年度年度 若松区社会福祉協議会事業計画 若松区社会福祉協議会事業計画令和令和33年度年度 若松区社会福祉協議会事業計画 若松区社会福祉協議会事業計画令和3年度 若松区社会福祉協議会事業計画

　

　若松区社会福祉協議会では、「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」を目
指して、地域の実情や課題の把握に努めるとともに、校 ( 地 ) 区社会福祉協議会をはじめ
とする関係機関・団体との協働により、地域福祉の再構築に向けた取り組みや、地域住民
主体による支えあい活動を支援してまいりました。
　本年度は、新たに策定された「北九州市地域福祉活動第六次計画」に基づき、「みんなが
安心して暮らせる支え合いのまちづくり」に向けた、３つの基本目標を掲げ、福祉のまち
づくりを進めていきます。

住民、関係機関・団体のネットワークで困りごとを話し合おう
　　　　～話し合いのしくみの充実～

一人ひとりの困りごとを助け合おう ～助け合いのしくみの充実～

福祉の風土を広げ、地域の困りごとに気付く力を高めよう
　　　　～見守りのしくみの充実～

新入学児童へのランドセルカバー

地域生活支援体制に向けた話し合い

もしもの時のマイルールBook
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古前校区社協のふれあい訪問

　　　

二島校区社協の地域について考える研修と計画

　　　

新任職員紹介

　　　

3月3日、校区社協役員・福祉協力員・ニーズ対応員で、一人暮らしの高齢者宅へふれあい訪問を行いまし
た。その際に、校区社協で育てたチューリップの鉢植えと古前小学校の4～ 6年生が書いた絵手紙を一緒
にお届けしました。例年は子ども達も一緒に訪問し、交流を深めるのですが、コロナ感染拡大防止のため、
今年は同行しないことになりました。
　訪問した活動者からは「電話での見守り訪問になってから、久しぶりに顔を見
ることでき、安心しました。」「玄関先で待っていて下さる方もいて、チューリップ
の配布は大事な繋がりであり、こちらも元気をいただいた。」との声がありました。
コロナ禍で例年通りの活動は難しい状況ですが、いつかまた伝承遊びや親子

縁日などの交流事業が再開できることを信じて、対策や工夫をしながら活動を
続けていきます！

8月21日、9月19日、10月3日に「楽しく！元気！二島家族！」と題し、福祉のまちづくり講座を開催しま
した。この講座では、笑いあり、運動あり！楽しい学びを通じて、参加者間の交流を図り、最終的に地域のこ
とや校区社協活動への関心を高めることを目的に取り組みました。残念ながら、コロナ感染拡大防止のた
め、参加も活動者が中心となりましたが、大変好評で、様々な学びがありま
した。
　今年度は、地域福祉に関する計画である「小地域福祉活動計画」の最終年
度であり、今度は令和４年から令和９年までの第二次計画策定に向けて取り
組んでいます。皆がつながり、助け合い、支えあうことで、誰もが安心して
暮らせる支えあいの地域になる事を目指して、これからも活動を頑張ります！

　４月１日付で、当会にも新しい職員が入
職しました。
　地域支援コーディネーターは、地域福
祉活動の支援や皆さんからの困りごとな
どを行政の関係機関へと繋ぐ役割を持っ
ています。何かございましたら、ご相談く
ださい。  

　担当地域は、二島、鴨生田、
花房、江川、高須、青葉台、ひ
びきのです。
　地域の皆様にお会いして、
地域のことを色々学ばせてい
ただきたいと思っています。
　よろしくお願いいたします。

～チューリップの鉢植えと子ども達の絵手紙と一緒に～

～誰もが安心して暮らせる支えあいの地域づくりを目指して～
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収集ボランティアのご協力収集ボランティアのご協力
ありがとうございます！ありがとうございます！
収集ボランティアのご協力
ありがとうございます！

車いすの貸し出しの車いすの貸し出しの
ご 案 内ご 案 内

車いすの貸し出しの
ご 案 内

　シルバーひまわりサービス事業は、在宅の虚弱高齢者の通院や買い
物などを福祉車両で送迎するボランティア活動です。この事業は、運
転ボランティアと同乗ボランティアの2人１組で活動します。運転ボ
ランティアは別に研修が必要（第二種運転免許保持者は免除）。同乗
ボランティアは運行日誌の記入やドアの開閉を行うため資格は不要で
す。活動日・頻度・時間帯などはご相談ください。

　ボランティア・市民活動センターでは、
ビールやコーヒーのプルタブ、使用済み切
手、書き損じはがきなどの収集活動を行っ
ています。皆様からのご厚意を換金の上、
ボランティア活動や地域福祉活動を支援す
るために役立てています。

　若松区役所２階にあるボランティア・
市民活動センターでは、車いすの貸し出
しを行っています。
　無料で最大２週間です。
　若松区にお住まいか、勤務
先が若松区の方が対象です。
　台数に限りがあります
ので、事前に電話にて
ご予約ください。

シルバーひまわり送迎サービスボランティア募集中！

■問合せ
若松区社会福祉協議会
ボランティア・市民活動センター
若松区浜町1-1-1（若松区役所２階）
　　　　　　　 TEL 761-2208

■活動時間（月）～（金）
 AM９時 ～12時  ＰＭ13時 ～17時

     送送
迎迎ボボラランンテティィアア始始めめまませせんんかか？？     送送
迎迎ボボラランンテティィアア始始めめまませせんんかか？？送迎ボランティア始めませんか？
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賛助会員を募集します！
　昨年度、長年の民生委員活動団体としての活動や功績が
評価され、優良活動団体として、若松区小石赤崎地区民生
委員児童委員協議会が「社会福祉功労者厚生労働大臣表
彰」を受けました。
  小石赤崎地区民生委員児童
委員協議会の皆様この度は
本当におめでとうございます！
　今後も福祉協力員と連携し、
ふれあいネットワーク事業の
推進にご協力をお願いいたし
ます。　

 

 「社会福祉に役立ててほしい」と本会にご寄付がよせられました。受領いたしました皆様のお気持ちは、
社会福祉事業のため、有意義に使わせていただきます。ご寄付されました方々は次のとおりです。

（令和3年1月16日～令和3年5月15日受付分 敬称略）

ご寄付ありがとうございます。
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